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論文内容の要旨

本論文は､これまで自然言語処理の分野でほとんど扱われることのなかった日本手話の言

語処理に関する論文である｡具体的には､日本手話に関して言語処理の対象として処理す

るのに適した手話表記法を提案し､手話映像の書き取り実験をとおしてその評価･分析を

行っている｡さらに､この表記法をシステムの出力形式として日本語ヰ話機械翻訳の実験

システムを構築し､問題点を分析している｡

聴覚障害がもつ本質的な問題は､音が聞こえないことそれ自体より､それによって社会

生活を営む上で必要となるコミュニケーションが十分できないこと､日常的に情報が得ら

れにくく､状況への対応･判断が十分にできないことにある｡また､音声言語獲得前に重

度の聴覚障害を生じると､音声語の自然な発達が見られず､日本語の習得には多大な努力

が必要となる｡そのため､聞こえないことが日本語の読み書きの能力たも影響し､筆談な

ど日本語に基づくコミュニケーション方法では十分に意思の疎通が図れない面がある｡手

話は聴覚障害者にとって重要なコミュニケーション手段であり､とくにろう者にとっては

最も得意な言語(第一言語)である｡手話通訳は､聴覚障害者が社会生活を営む上で不可

欠であるが､手話通訳者不足等の問題から､いつでも十分な通訳サービスが受けられる状

況にはなっておらず､手話通訳を支援する技術が期待されている｡

日本語と手話の間の通訳システム実現には､日本語の音声認識･音声合成技術に加え､(1)

手話動作を手話語嚢として認識する｢手話動作認識｣､(2)手話文を動画等により視覚的に

表現する｢手話動作生成｣､(3)日本語と手話間の｢言語的な変換｣といった処理が必要と

なる｡これまで､(1)(2)に関する研究が行われてきたが､(3)の言語処理に焦点を当てた研

究はまだあまり多く行われていない｡(1)(2)に関する技術にとっても､(3)の言語的な面の

知見･技術は必須である｡

本研究は日本語ヰ話機械翻訳システム実現という大きな目標の第一歩として､自然言語
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処理の立場から取り組んだものである｡音声言語間の機械翻訳では､一般に入出力ともに

テキスト形式であり､翻訳結果である目的言語テキストを音声に変換することは､翻訳と

は別の領域の問題として切り離して考えられる｡しかし,文字を持たない手話への翻訳で

は､翻訳の問題から手話動作生成の問題を切り離して考えることができず､そのことが手

話への機械翻訳をより一層複雑で困難なものにしてきた｡テキスト表現の欠如は､手話が

自然言語処理の対象として扱われてこなかった要因にもなっている｡本研究では手話に対

するテキスト表現を導入し､音声言語間の翻訳と同様､日本語テキストから手話テキスト､

手話テキストから手話動作へと独立した2つのフェーズでの機械翻訳を構想し､前半の言

語処理のフェーズに焦点を絞っている｡

論文は以下の6華ゃ構成されている｡

第1章では,本研究を始めるに至った背景と目的､および論文の構成を述べている0

第2章では手話研究の背景にある聴覚障害と手話通訳に関する問題について述べるとと

もに､手話を対象とした表記法や機械翻訳など､手話に関する工学的な研究の現状を概観

する｡

第3章では日本の手話の種類､手話の言語的特徴について述べている｡

第4章では､言語処理に適した日本手話の表記法を提案している｡従来の手話表記法の

多くは手話の動作そのものを詳しく書き取り､再現することを目的としたものであり､手

話への機械翻訳を､日本語から手話テキストへの言語的変換と､手話テキストから手話動

画像等の動作への表現変換とに問題を分割するという目的には適していなかった｡本論文

では手話の動作そのものより､動作によって表される帯嚢内容や文法的機能の記述に重点

を置くことで､･手話動作の詳細に立ち入らずに手話文を記述することが可能な､言語処理

に適した表記法(日本語援用手話表記法)を提案している｡同時に､提案した表記法の記

述力を検証するために行った､日本手話を母語とする手話話者による手話映像720文の書
き取り実験について述べている｡実験の結果/671文(約93%)がこの表記法で書き取り

可能であった｡十分記述できないと判断した49文(51表現)について分析し,問題点に

ついて考察している.

第5章では,日本語テキストから手話テキストへの機械翻訳システムjaw/SLにづいて

述べている｡卓話は独自の体系を持つ言語であり､日本語とは語嚢対応のずれや語順の違

いなど語嚢的･文法的相違があるため､単に単語を置き換えただけでは手話への翻訳は行

えない｡外国語への翻訳と同レベルの翻訳能力が要求される｡本研究では､日本語から種々

の言語への翻訳を目的として著者らが開発を進めているトランスファ方式の機械廟訳エ
ンジンjawを核として､手話に対する計算機内部での表現構造､日本語内部表現から手話

表現構造への翻訳規則(パターン翻訳規則､機能語翻訳規則)､手話表現構造から手話テ

キストを生成する線状化関数を与えることにより､日本語から手話への機械翻訳システム

を実験的に構築した｡日本手話のビデオ教材等から例文を抽出し､各手話文の日本語訳か

らその手話文(手話テキスト)への翻訳に必要な翻訳規則を与えることで､日本語から､

手話に特徴的な表現を含んだ手話テキストへの翻訳が可能であることを確認するととも

に､現状の問題点を分析している｡

第6章では本論文のまとめと今後の課題を述べている｡
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論分審査結果の要旨

本論文は､自然言語処理の立場から日本手話を扱ったものである｡これまで手話に関す

る工学的研究は､手話動作の認識や手話動画像の生成といった動作(音声言語における音

声)に着目したものが中心であった｡本研究の最終目標は計算機による手話通訳支援技術

の確立であるが､本論文ではまず日本手話に対する軍記法として日本語援用手話表記法と

いう手話表記法を提案している｡これは日本手話を言語処理の対象として扱う出発点とし

て大きな意義がある｡この表記法に関しては､日本手話の母語話者による手話映像を題材

とした書き取り実験をとおしてその評価･分析を行っている｡さらに､手話通訳支援技術

の第一歩として､この表記法をシステムの出力形式とする日本語一手話機械翻訳の実験シ

ステムを構築し､問題点の分析を行っている｡これらの研究は､手爵に関する工学におい

て新しいアプローチを提案するものであり､大いに意義があると認められる｡

これらの結果の主要部分は査読付き論文として発表されており､本論文は学位論文とし

て十分に価値あるものと認められる｡

最終試験結果の要旨

学位論文に関する口頭試問によって最終試験は合格と判定した｡
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